
〈様式６〉 

居住地交流の記録 

 

振り返り 

次回配慮すべきこと 

・保護者は勢いよく車いすを動かしていた。 

・１年生で手を離さないルールを守ることは若干難しかった。 

 

 

児童の学年 小学１年生 日付 ３月 教科 体育 

交流のねらい 

（この時間） 
・友達を追いかけてタッチしたり、逃げたりすることができる。 

内容 

時間 活動内容・記録 

 

 

 

９：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０：１０ 

 

１０：２０ 

単元名 

「いろいろなおにごっこ」 

 

〇本人が鬼の場合 

ルール 

・カラーコーンで活動範囲の枠を示す。 

・手のついたカラー棒で友達をタッチする 

・教頭先生・保護者が押す。 

・逃げるのは１０～１５人 

・鬼は本人のみ 

・特定の音楽が鳴っている間は、逃げる人はケンケン、止まる。 

・タッチされた判定は教員の笛の合図。タッチされたら枠から出る。 

 

〇本人が逃げる場合 手つなぎ鬼 

ルール 

・環境設定は上記と同様 

・本人をタッチできるのは５人以上 

 

・本人が両手で友達と手をつなぐ姿が見られた。（教員は端っこになると予

想） 

 


